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まちまどのこれまでの活動の振り返り
まちまどは情報収集発信からスタートし徐々に地域の⽅々の活動のサポート・

コーディネート業務へとその活動が広がってきています。まちまどの働きかけによ
り、⾃主的な活動の後押しへと繋がり、地域の担い⼿を育てることを⽬指します。

ワークショップの
開催・
地域への問いかけ

団地全体の⾼齢化・地域の担い⼿不⾜

エリア会議・
ルネッサンスin洋光台

CCラボの開始

2020.7-
CCラボの運営

2019.5-
まちまどの運営

2019.5-
HP・SNSでの情報発信

2019.秋-
地域団体の取材

2019.5-
地域活動・
イベントへの参加

2020.9-
まちまど企画
（地域の先⽣講座） 2020.11

ふろしき市の実施

地域内で⾃分たちで活動できる
グループができる

洋光台の情報が⼿に⼊らない

“洋光台に住んで
みたい⽅”の来場

洋光台の情報を受け取る⼈の
増加

町会との交流・
情報交換

情報交換・発信

学び合い・⾃分たち
で活動できる

外部や異なる視点を
取り⼊れながら
育っていく

2020.11
コワーキング・
団地ツアーの実施みんなで何かを

実施できる
きっかけに
（担い⼿づくり
の⼀歩）

活動のバックアップ・
サポートの仕組みづくり参加者・活動者として

なにかやってみたい⽅
を案内

今後まちまどサークルや
地域講座などで...
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地域活動への参加

まちまど

駅前公園プレイパークの
運営お手伝い

わっふる会議や
地域イベント等への参加

地域活動訪問・取材

地域団体への
ヒアリング・挨拶

（今年度）
いそご区民活動支援センター
磯子区社会福祉協議会

NPO法人
夢・コミュニティ・ネットワーク

いそご地域づくり塾

まちまどの中だけで活動を行うのではなく
積極的に地域の中で情報交換をすることで
お互いを知り、繋がりをつくっていく

活動の取材と情報交換を行い
お互いに協同できることを探す
仲間になって発信し合う

まちまどの地域参加



まちまどの動き（活動・つながりづくり）

→まちまどのコーディネートによって広がる活動づくり・繋がりづくりを
事業の核としていきたい

まちまどが行う、地域活動のサポートと繋がりづくり
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情報を届ける

参加を促す

⼀緒に企画・実施する

⾃ら企画・実施してもらう

地域で暮らしている⽅への
まちまどのサポート

企画実現に向けてまちまど
でバックアップ
講座やワークショップの
講師となり地域でスキルを
発揮してもらう

地域の先生講座

⾃ら周囲の⼈を巻き込む、
地域について活動・考える
担い⼿に

まちまど来場者の方の
趣味や仕事をヒアリングし
CCラボの活用を促す

活動のヒアリング・機会の提供

地域活動をまちまどで
わかりやすく案内することで
新たな参加者や活動者同士の
繋がりが生まれる

活動の見える化

HP・SNSでの活動の発信
地域内交流での情報交換

活動の発信



まちまどの動き
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5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

2019 2020 2021

（10か⽉）
地域に⼊る
-イベントへの参加、運営、取材
ニーズの汲み取り

①地域との関係性づくり ②実践準備
期間

(4か⽉)
地域ニーズを
CCラボを中⼼とした
実践の場で
⽣かす・試してみる

③新たな
関わりづくり

(4か⽉)
関わりの機会を増やす仕組みづくり
-参加の機会を増やす
-外部との繋がりで新たな動きをつくる

(3か⽉)
活動まとめ
CCラボ
運営準備

まとめ

状況整理・体制案検討
実践者
ヒアリング

トライアル
スキーム整理

⽅針
確定

現
地
の
動
き

体
制
検
討



活動イメージと今後の体制案
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【前回(令和2年11⽉)の報告】
○まちまどの体制案：まちまどの地域での自走を目指すには収益源の可能性として
自主的に収益を上げる仕組みと、各機関からの業務委託 が可能性として考えられる
→業務委託に頼らず、自主事業で体制を整えることを目指す

○⾃主事業を、まちまどの活動対象者に照らして検討
①既に運営している地域活動スペース（CCラボ）の収益改善
②勉強カフェ・コワーキングスペースについての事業性・ニーズ調査

→①CCラボの商業利⽤促進のため利⽤⾦額を変更済み（5000円/⽇→2000円/3h）
今後の利⽤状況を⾒ながら、未利⽤時間帯の利⽤促進と利⽤⾦額の再検討を⾏う

→②10・11⽉にコワーキングスペース運営事業者との連携で、コワーキングの実証実験を実施。
洋光台でのニーズヒアリングと、まちまどの活動との親和性から検討した結果
集中して仕事をするスペース ＜ 交流・コミュニケーション＋コワーキングスペース
に可能性があるのではないかと考えられる。
ただし収益面・コーディネート面について検討の必要性あり

★想定以上の効果としては多様な来場者との関わりが
生まれたことが挙げられる
→関係人口の増加にむけた第一歩 まちまど

<関係案内所>

<洋光台外> <洋光台内>

※関係人口：その地域に住んでいなくても、東
京など都会に暮らしながら多様なかたちで地
域に関わる人々・仲間のこと。

＜洋光台内から求められる情報＞
・活動
・イベント
・地域の施設情報 . . .

洋光台を
知りたい︕
⾏ってみたい︕
参加してみたい︕

＜洋光台外から求められる情報＞
・活動・イベント・地域の施設情報 . . .
・洋光台の歴史、洋光台にしかないこと
→関係⼈⼝※を⽣むきっかけに



体制案

活動イメージと今後の体制案

まちまど

A B

業務委託 ⾃主事業

会費・寄付⾦等

＜課題＞
・組織の運営責任者の検討
・活動スペース拡張の確保 7

⾃主
事業

コワーキング CCラボ

まちまど

地域活動を中⼼とした
情報発信拠点
...コミュニティスペース
...⼀⼈⼀⼈がやりたいことを応援

⼈と活動の繋がりは
少しづつできてきている

洋光台内

洋光台外
コワーキング（働く場所）
+ α（⼀箱本屋など..）

新しい意⾒や
アイディア
など...

洋光台内外の⽅の
新しい繋がりが⽣まれる
仕掛けづくり
（スクールや講座など...）

洋光台ってこんな素敵な
場所！と住んでいる⼈が
外部に向けて
誇りに持って語れる場所
になる

若年者層の流⼊
洋光台に住み、活動する⼈を
増やしたい

洋光台を知る
魅⼒が伝わる

収⼊

2019.05〜

2020.11〜

今後

まちまどのこれまでの活動とコワーキング試⾏実施を踏まえ、まちまどのミッションである「若年者層の流⼊」
に向けて活動を進める（左下図参照）。また、試⾏実施と並⾏して⾃⾛に向けた体制づくりを進める。

A B …

業務
委託

業務
委託

⾃主
事業

（CCラボ） ⾃主
事業

（コワーキング）



まちまどの事業目標と活動対象者

○ 事業⽬標
団地を核としたエリアマネジメント 「洋光台エリア会議」の窓⼝とし
て情報の受付・交流・発信の活動により、洋光台地域の⼦どもの流出
抑制や、若年世帯・⼦どもの流⼊（洋光台出⾝で、再び洋光台に戻っ
てくる⽅も含む）の促進に働きかけることで、洋光台地域の持続的な
⾃⾛に繋がること。

○ 特に訴求したい活動対象者
住⺠（2〜40代主婦・会社員等就労者層）
転⼊検討者（2〜40代・潜在的な⽅も含む）

○ 間接的な活動対象者
若年者・⾼齢者を含めた洋光台住⺠・団体全体

→間接的な活動対象者を含めて洋光台全体へ向けた活動を続けることで
事業⽬標の実現を⽬指す
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20-40代
⼦育て中の主婦
幼稚園や保育園、公
園での⺟親同⼠の繋
がりはあるが、地域
のことはよくわから
ない

20-40代 来街者
(+在住フリーランス)

地域内に何があるか
わからないが、関⼼
はある

SNSで情報を受け取
る・公園でまちまど
スタッフと出会う

SNSで情報を受け取
る・まちまどを通り
かかる・コワーキン
グを利⽤してみる

まちまどを通りかか
る・CCラボの活動に
参加してみる

住⺠それぞれが⾃分のできる
ことを活かして活躍している
まち

ゆるやかなご近所付き合いに
よって、ずっと住み続けたい
と思えるまち

地域を知り、興味の
あることに参加す
る・周囲の⼈に共有
し情報を広める

⾯⽩いことがある。ひとがい
る。新しい⾵（情報・活動）
がいつも吹いているまち

洋光台の将来像

地域内の知り合いが
増える・知り合った
⼈と何かをはじめて
みる・不安を共有で
きる仲間ができる

60-80代

地域のことはよく
知っているが、⾏動
範囲が決まっている

スタッフと顔がつな
がる・いざという時
の相談先ができる

20-40代
無関⼼層

⾏動範囲は洋光台外。
地域内の知り合いは
少ない

SNSで情報を受け取る
（気になるテーマの
イベントをきっかけ
に）・まちまどを通
りかかる

地域内に知り合いが
できる・地域への関
⼼を持つ

まちまどの活動による洋光台のひと・まちの変化

30-70代 活動者

地域内で既に活動し
ている

地域イベント等で
まちまどスタッフと
知り合う・既利⽤者
に紹介を受けてCCラ
ボを利⽤する

活動を⼀緒にできる
仲間が増える・団体
同⼠で⼀緒に取り組
む動きが⽣まれる

※洋光台まちづくりビジョンまちづくりの⽬標参照（①多世代が住みたい・住み続けたいと願うまち ⑤⼈が活躍、活動できるまち）

多世代近居のまちづくりの推進／それぞれが刺激しあい、つながり合う環境 お互いに関わり合いまちが育つ



活動イメージと今後の体制案
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検討事項―体制―

現状の体制

洋光台内の
各店舗や団体の⽅々
との繋がり

まちまど
スタッフ

イベントごとに
サポートしてくださる

住⺠の⽅

HITOTOWA

洋光台
地域外の繋がり

接点・交流の機会
をつくる

（新しい視点）



活動イメージと今後の体制案
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検討事項―体制―

今後の体制案／組織の運営責任者の検討・外部とのコーディネートについて

洋光台内の
各店舗や団体の⽅々
との繋がり

関係者や有識者との繋がり

コワーキング利⽤者
まちまど
スタッフ

まちまど
サポーター

コミュニ
ケーター

責任者
兼

アドバイザー

コワーキング利⽤者

洋光台内外の繋がり
をつくる

外部の知⾒

接点・交流の機会
をつくる

（新しい視点）



活動イメージと今後の体制案
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検討事項―活動の広がり―

活動スペースの地域内への波及効果について

コワーキング

まちづくりを
学ぶ場

利⽤者

各地域や団地での
地域づくりが学べたり
店舗出店について
学べる講座

受講⽣

中央団地など、
洋光台への出店

洋光台外への出店

新たな繋がり

洋光台内で
試⾏出店

ex）シェアキッチンで
夜カフェ店⻑

CCラボで教室を開く、
⼩箱に出店...

こんな場所があるよ！
という紹介

CCラボ



活動イメージと今後の体制案
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洋光台の情報の発信
情報を集約するのではなく、
洋光台に住む⼈・団体それぞれが
洋光台について発信し合っている状態を
⽬指したい
→”洋光台”の情報の更なる可視化を⽬指す
・洋光台で情報発信を⾏う団体とwebサイト
の相互リンクを⾏う

・SNSでの他者紹介を積極的に⾏う

Instagramハッシュタグ#洋光台についての発信

洋光台

情報発信

→まちまどや様々なところで情報発信が⽇常的に⾏われている状態

検討事項―発信⽅法―



体制案

活動イメージと今後の体制案

まちまど

A B

業務委託 ⾃主事業

会費・寄付⾦等

＜課題＞
・組織の運営責任者の検討
・活動スペース拡張の確保 14

⾃主
事業

コワーキング CCラボ

収⼊

組織の体制案

A B …

業務
委託

業務
委託

⾃主
事業

（CCラボ） ⾃主
事業

（コワーキング）

CC
ラボ

コワー
キング

地域の
コーディ
ネート

収益⾼

収益低

地域
貢献⾼

地域
貢献低

CCラボの
講座貸し

委託
販売

レンタル
ボックス

新たな⼈件費がかからず
地域貢献に繋がるもので想定

他の業務で
収益を上げる

or
コーディネート業
務を受ける⽅策を
検討する

①公的組織 ②中間⽀援組織 ③⺠間組織 →②の中間⽀援組織として検討を進める

体制と収益案
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今後の検討事項

今後の検討事項

・運営スペースの確保
・コーディネート機能の収益化
・CCラボの収益化（特に固定貸し）
・コワーキング運営⽀援者の調整
・組織化の検討

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2021（令和3） 2022（令和4） 2023（令和5）

収
益
化

全
体 報

告
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⽅針
整理

体制の整理体
制 組織化へ向けた検討・調整等

スケジュール案

収益案検討調整 実施

固定利⽤開始利⽤規約作成CCラボ固定利⽤
希望者ヒアリング

新しい体制でまちまど定例を開催


